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概 要 建築学科では、１年次から３年次まで各学年に通年科⽬として
「プロジェクト１〜３」が開講されており、１年前期の「プロ
ジェクト実習」と合わせて〈プロジェクト系科⽬〉として位置
付けられている。プロジェクト系科⽬では、１年次に地域にお
ける体験交流活動を経験し専⾨教育の学修に対する動機付けを
図り、２年次は専⾨知識の修得と定着を⽬指す様々な実践教育
を⾏い、３年次にはより⾼度な調査・分析に基づく提案を⽬指
す課題解決型学修に取り組む。これら⼀連の学修サイクルを明
確化させるため、各コースにおいてプロジェクト系科⽬を中⼼
とする専⾨教育科⽬の体系化が図られている。そして、それら
の中間段階を担う２年通年科⽬「プロジェクト２」では、とく
にインテリアデザインコースとのカリキュラム連携の中で、も
のづくりによる地域貢献の技術と豊かな感性を⾝につけること
を⽬的とし、具体的な地域課題に対する解決⽅法の提案を⾏う。

取組内容 旧⽊佐上⼩学校は、廃校後、⽊佐上コミュニティーセンターと
して活⽤されており、⽊佐上地区の被災時避難所に指定されて
いる。また、近年、避難所での⻑期間の避難⽣活において個⼈
や家族のプライバシーを守るためのパーティションが全国的に
注⽬されていることから、「プロジェクト２」では、⾼機能な
パーティションの開発提案とモックアップによる実際の使⽤報
告を課題として取り組んだ。履修した学⽣たちは、おもに⽵材
を使⽤した軽量で扱いやすい躯体を作ることにより、簡便に安
⼼できる空間を⽣み出すための最適な間仕切りの⽅法を考案し、
実際に制作し⽊佐上コミュニティーセンターで報告した。

地域での成果 スタードームと呼ばれる簡易なスケルトンに様々なインフィル
を組み合わせることで、⽤途や⽬的に合わせた多様かつ魅⼒的
な仮設空間を構築することに成功した。⽊佐上地区の⽅々に活
⽤していただける提案となり、さらなる取り組みへの期待から、
次年度の活動へつながる成果を上げることができた。

学⽣の学び 全履修⽣に対し、各⾃およびグループごとの取り組みについて
振り返るためのレポート提出を義務づけた。１年次に育んだ動
機付けが実を結び、より専⾨性を活かした具体的な提案として
結実させることができた。また、チームワークによるプロダク
トデザインという⾼度な課題を⼗分な⽔準で成し遂げることが
でき、これまでの学修へのフィードバックとなるとともに、今
後の学修サイクルへとつなげることができる学びとなった。

今後の展開 今回の提案や作品発表は、⼀定の評価を得たものの、未だ発展
の余地があると⽬される。次年度は、カリキュラムの連携をさ
らに強化するとともに、指導体制の⾒直しや今年度までのノウ
ハウを活かした課題の再設定により、実効性の向上を⽬指す。
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